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学校番号 29 学 校 名 富士宮西高等学校 校 長 名 新家 輝男 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 
心身の調和がとれた

生徒が育つ。 

遅刻・欠席・
早退の各総数
が前年度より
減少する。 

２学期末現在 

R4/R5 

欠席 1125/1338 

遅刻 483/309 

早退 297/237 

Ｂ 

【学務（教務）】各学年で特定

生徒の長期欠席が目立った。保

護者も含めて、個別に丁寧な対

応をすることができた。 

「服装・頭
髪・時間厳守
など学校生活
の規律・秩序
は保たれてい
る」と答える
生徒90％以
上。 

94.6％ 

（R4 84.5％） 
Ａ 

【生活（生徒）】生徒各自の自

覚と規範意識が向上した。職員

の生活指導がしっかりとしてい

る結果である。 

「学校生活の
ルールや日常
生活のマナー
等の指導が適
切に行われて
いる。」と答え
る保護者90％
以上。 

95.3％ 

(R4 94.9％) 
Ａ 

【生活（生徒）】職員の生徒心

得に対する共通理解が向上して

きた証拠である。タイミングの

良い指導が実施されたと考え

る。 

投票に行った
生徒55％以
上。 

47.8％ 

（R4 77.3％） 
Ｂ 

【教頭】４月当初の選挙の他、

早い時期の選挙が多く、選挙権

がない生徒は、投票の機会に恵

まれず残念であった。 
情報モラルに
関する生徒指
導が前年度よ
り減少する。 

R4年度／R5年度 

０件／１件 
Ａ 

【生活（生徒）】生徒の情報モ

ラルが向上していると考えるの

が妥当である。 

「校内の環境

美化・衛生管

理や健康に関

する指導に取

り組んでい

る」と答える

保護者 80％以

上。 

91.0％ 

（R4 90.5％） 
Ａ 

【生活（保健）】目標数値は達

成したが清掃日が少なくなった

分 1 回の清掃をもっと充実させ

られるよう指導していきたい。

感染症対策をはじめ自己管理能

力を高められるような指導をし

ていきたい。 

個別面談を年
に３回以上実
施。 

スクールカウンセ

ラーによる個別面

談生徒５人、保護

者 10人 

Ａ 

【生活（相談室）】 

生徒だけではなく、保護者や担

任・養護教諭等、その生徒を支

える大人へのアドバイスもいた

だく機会を得た。 

「子どもは、
明るく楽しく
学校生活を送
っている」と
答える保護者

95.9％ 

（R4 93.1％） 
Ａ 

【生活（相談室）】 

生徒が学校での出来事を各家庭

において話ができているという

ことに感謝したい。また、ICT
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90％以上。 による連絡も学校のことを知る

うえで効果的であった。 

いじめ対策委員
会を年に２回以
上開催する。 

２回実施 Ａ 

【生活（相談室）】 

対策の方法について学年を超え

て検討することできた。 

特別支援委員
会を年に２回
以上開催す
る。 

ケース会議 

２回実施 
Ａ 

【生活（特支コ）】 

情報共有と支援の方法について

検討することで、担任の負担を

軽減できた。 

「学校は、子
どもに関する
悩みの相談に
応じてくれ
る」と答える
保護者80％以
上。 84.5％ 

（R4 86.4％） 
Ａ 

【１年部】 

手帳を活用しながら生徒とコミ

ュニケーションを図り、こまめ

な声掛けをしてきた結果がでて

きている。 

【２年部】より明確な進路指導

を求められる中で、新たに悩み

が生まれるケースが増えた。3

年に向けてよりきめ細やかな指

導を心がけたい。 

【３年部】目標達成はしている

ものの、学校全体の平均より低

かった。 

「学校からの
連絡・情報は
家庭に伝わっ
ている」と答
える保護者
80％以上。 

87.5％ 

（R4 84.4％） 
Ａ 

【１年部】 

ICT による連絡により、保護者

に伝わる割合は高くなったと思

われるが、一方でアンケートな

どでは回答率が低かった。 

【２年部】修学旅行をきっかけ

に Classi での連絡が浸透し、

旅行中も配信する等、リアルタ

イムの情報伝達に努めてきた。

一定数の無関心層をいかに減ら

すかが課題である。 

【３年部】ICT による連絡は導

入していないものの他学年と変

わらない高さとなった。 

イ 
一人ひとりの学力が

向上する。 

「授業に対
し、おおむね
充実して取り
組めている」
と答える生徒
90％以上。 

94.6％ 

（R4 86.3％） 
Ａ 

【学務（教務）】達成できた。

今後は一台パソコンを効果的に

使用するなど、さらなる向上を

目指し授業改善をしていく。 

「話し合い
等、主体的、
能動的に活動
する場を設け
ている授業で
ある」と答え
る生徒90％以
上。 

89.0％ 

（R4 80.4％） 
Ａ 

【研修】教員が授業改善を行

い、話し合い等の活動を取り入

れたため、昨年より数値が上が

った。まだ 40％以上にはなって

いないため、さらに研修等を行

っていきたい。 

年間３回以上
の授業参観を
行う教員が
90％以上。 

96.3％ 

（R4 80％） 
Ａ 

【研修】公開授業週間や研究授

業で授業参観を行い、授業改善

に活かした。 
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「学習しやす
い環境にあ
る」と答える
生徒85％以
上。 

88.5％ 

（R4 80.6％） 
Ａ 

【学務（教務）】来年度特別教

室のエアコンも使用できる。 

自習場所の環境をさらに整えた

い。 

ＩＣＴを活用
する教員
100％。 100％ 

（R4 100％） 
Ａ 

【学務（ICT）】職員間連絡のロ

イロノート活用徹底、百問繚乱

の導入が進行できた。授業で生

徒に活用させる場面について、

研修が必要。 

学期に１回以

上、一人一台

端末の活用に

ついての研修

や情報提供を

行う。 

研修会４回実施 Ａ 

【研修】ICT の WG の協力もあ

り、年に４回一人一台端末の活

用について研修会を実施した。 

「先生方は、
質問や相談に
丁寧に応じて
くれる」と答
える生徒90％
以上。 

92.1％ 

（R4 85.7％） 
Ａ 

【学務（教務）】概ね達成でき

た。来年度面接週間を設定し、

90％以上を目指す。 

「補講、勉強

会、個別進路

指導は生徒一

人ひとりの目

標達成に役立

っていると答

える保護者

80％以上。 

82.5％ 

（R4 89.2％） 
Ｂ 

【学務（進路）】 

土曜補講、放課後補講、個別指

導などが計画どおりに実施でき

た。ロイロノートや Classi の

活用も試みられており、充実し

た指導が行われている。 

学力に関する
検討会を学期
に１回以上実
施。 

学力検討会 

１年２回 

２年２回 

３年４回 

模試分析会 

全学年７回 

Ａ 

【学務（進路）】 

3 年生では４回の検討会を予定

どおり実施し、他学年からの参

加も得て活発な検討が行われ

た。１・２年生でも模試の反省

の形で学力の検討が実施されて

いる。 

家庭での生活
実態調査を年
３回以上実施
する。 

生活実態調査 

３回 
Ａ 

【学務（進路）】 

６月、11 月、３月に実施でき

た。 

２年次の平均

家庭学習時間

が２時間 15分

以上。 

６月 107.7分 

11月 93.4分 
Ｂ 

【２年部】テストとテストのち

ょうど合間の調査で気が緩んで

いたと思われる。３年に向け

て、質と量の向上を目指す。 

ウ 

一人ひとりの進路目

標が実現する。 

 

教務課及び学
校改革委員会
「総合的な探
究の時間」検
討班で学期に
１回以上情報
共有及び検討
する。 

検討班会合 

３回実施 
Ａ 

【学務（教務）】各ワーキング

グループで情報を共有すること

ができた。 

１・２年生の

生徒全員が年

３回 

（R4 ３回） 
Ａ 

【学務（教務）】ビブリオバト

ルやドリームプランの時間を活
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に１回以上学

習成果を発表

する。 

用して発表することができた。 

平均年間読書
冊数９冊以
上。 

11.3冊 

（R4 10.8冊） 
Ａ 

【図書】生徒の読書量は増えて

いる。毎日の朝読書が活用され

ている。 

生徒全員がビ
ブリオバトル
に参加する。 

３回 

（R4 ３回） 
Ａ 

【図書】学年ごとに実施し、３

年生の２名が文化祭の校内発表

で全校生徒の前で発表した。校

外の大会に３名が参加した。 

20％以上の生
徒が年１回以
上社会貢献活
動・ボランテ
ィア活動に携
わる。 

21.8％ 

（R4 17.3％） 
Ａ 

【生活（生徒）】富士山女子駅

伝等の富士宮市内で実施される

事業への参加率が向上した。 

企業・自治

体・ＮＰＯ

等、地域との

連携３件以

上、地域人材

等との連携５

人以上。 

地域との連携 

９件 
Ａ 

【学務（教務）】オンリーワン

ハイスクールを利用して、ドリ

ームプランの時間を中心に多く

の団体と連携できた。 

国公立大学及
び難関私立大
学合格者70名
以上。 

国公立大学合格

者数 57人 

 

 

Ａ 

【３年部】国公立推薦入試で９

名、難関私大一般推薦で１名が

合格。共通テスト５教科形成率

が大幅に増加した。結果として

国公立大学合格者数は前後期合

わせて 57 人となり、35％に上

った。 
英検２級合格
者35人以上。 

第１・２回計 

受検者 129人 

合格者  58人 

第３回 

受検者  65人 

合格者 28人 

Ａ 

【英語科】 

合格者は目標数値を超えること

ができた。英語学習の大きな目

標として今後も継続していきた

い。 

「適性・進路
などに応じて
選べる類型や
選択科目があ
る」と答える
生徒90％以
上。 

93.1％ 

（R4 82.9％） 
Ａ 

【学務（教務）】教員数が減る

中で、現状としては精一杯の対

応ができていると考える。各教

科と連携して、教育課程を考え

たい。 

「進路指導
は、進路選択
に役立つもの
になってい
る」と答える
生徒85％以
上。 

88.5％ 

（R4 80.8％） 
Ａ 

【学務（進路）】 

担任の面談や、受験対策の個別

指導が生徒からは高い評価を得

ている。 

「進路行事や

担任による個

別面談等、進

路指導は適切

かつ効果的に

81.6％ 

（R4 85.7％） 
Ａ 

【学務（進路）】 

放課後、昼休みなど利用した面

談が活発に行われている。今年

度から実施が始まった「面談週

間」も役立った。保護者の肯定
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行われてい

る」と答える

保護者 80％以

上。 

的評価がＲ４より微減している

理由については不明である。 

エ 
活力に溢れ、魅力あ

る学校になる。 

「学校行事に
満足してい
る」と答える
生徒85％以
上。 

89.0％ 

（R4 68.8％） 
Ａ 

【生活（生徒）】新型コロナウ

イルス感染症が、５類に降格し

た事で各種行事の自由度が通常

に戻った事が大きい。 

「子どもは、

学校行事に意

欲的に参加し

ている」と答

える保護者

90％以上。 

95.3％ 

（R4 94.5％） 
Ａ 

【生活（生徒）】家庭内での会

話の中で、学校生活に関する話

題が増えたのではないか。生徒

中心での活動が増加した結果で

ある。 

「部活動への
参加により、
学校生活を充
実させること
ができてい
る。」と答える
生徒80％以
上。 

83.4％ 

（R4 77.1％） 
Ａ 

【生活（生徒）】各部で部長を

中心とした活動が順調である証

拠。 

「富士宮西高
だより」の発
行・配布を３
回。 

３回 Ａ 

【研修】年内は２回の発行にな

ったが、今年度の３回目の中学

２年生に配付するものは、来年

度４月中旬に発行する予定であ

る。 
中学校での説
明会10校以
上。 

のべ 14回 Ａ 

【副校長】職員に依頼があった

学校には対応するようにした

が、生徒による説明を依頼され

たとき、模試と重なり対応でき

ないことがあった。塾などへの

積極的な売り込みも必要ではな

いかとの声も聞かれた。 

一日体験参加

者 500人以

上。 

785人 

（R4 493人） 
Ａ 

【学務（教務）】中学生の満足

度はかなり高かった。生徒会に

よる学校紹介や、模擬授業の評

判が特に良かった。 

オ 
安心・安全な学校に

なる。 

地域防災訓練
参加率65％以
上。 26％ Ｂ 

【総務（防災）】 

参加しなかった生徒の半数が、

参加する意思がなかったが理由

であるため、来年度以降啓発し

ていきたい。 

校内防災訓練

２回。 
２回 Ａ 

【総務（防災）】 

９月の防災訓練はクラス単位で

の図上訓練であった。来年度以

降も検討したい。 

年に１回以上

安全教育に関

する授業を

「安全教育計

画」に示され

計画通り実施 Ａ 

【生活（保健）】 

各教科、分掌において計画通り

に実施された。 
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た教科で行

う。 

教職員の不祥

事件数ゼロ。 
０件 Ａ 

【副校長】コンプライアンス研

修の成果は出ている。 

「教育環境の

面から見て、

施設・設備は

整備されてい

る」と答える

保護者 80％以

上。 

86.0％ 

（Ｒ4 83.3%） 
Ａ 

【事務室】技能員による校内抵

樹木の整備を計画的に実施でき

た。施設担当と技能員が連携

し、安全点検と補修等の対応を

迅速に行った。保健室と特別教

室等の空調設備の更新と整備が

進んだ。 

監査及び会

計・物品事務

指導検査にお

ける指摘件数

ゼロ。 

０件 Ａ 

【事務室】静岡県の条例、規則

に基づいた適正な事務処理を行

った。 

分掌組織のス

リム化及び業

務を見直し、

業務の平準化

を行う。 

分掌再編成実施 Ｂ 

【副校長】職員数から考え、必

要な再編を行った。柔軟に考え

られた分掌は、業務分担に繋げ

られたが、縦割りに慣れた職員

からは批判的な意見もある。 

 


